
資料３

○各指標項目ごとの進捗状況

NO 指標項目 進捗状況 H28の取り組み状況（◎：新しい取り組み） 関係課室等

男子 85.4% △

女子 84.7% △

2
朝食を週5回以上食べる若
者（20歳～39歳）の割合
（%）

△

○様々な機会をとらえた啓発
　・保健所の出前講座等の事業
　・栄養士会委託事業「栄養なんでも相談事業」、大学連携事業「県民健康公開講座」
　・栄養士、調理師、食生活改善推進員に対する研修会　等
※朝食を抜く要因：お腹がすかない・習慣がないことが考えられる（市町村）

健康増進課
市町村

男子 79.4% △

女子 83.7% △

4
小中学校における農業体
験の延べ実施回数（回）

△

○小中学校を対象とした学校農園等を活用した農産物の栽培などへの支援
　・小学校4校、活動回数延べ33回
◎スーパー食育スクール事業における農業体験と自産自消の取り組みの実施と県下学校への
周知
　・学校園のサツマイモづくり
　・一人一鉢野菜づくり
　・稲刈り体験等
○地元生産者等と連携した農業体験の実施（各市町村）

農業技術課
スポーツ健康課
市町村

5
県民（20歳以上）の1日の
塩分摂取量（g）

－

○様々な機会をとらえた啓発
　・保健所の出前講座等の事業
　・栄養士会委託事業「栄養なんでも相談事業」、大学連携事業「県民健康公開講座」
　・栄養士、調理師、食生活改善推進員に対する研修会　等
◎コンビニエンスストア、スーパーマーケット、飲食店と連携して食塩の摂取を控え、一定
量以上の野菜が含まれる「やまなししぼルトメニュー」販売整備事業の開始
　・食品関連事業者への説明会
　・「やまなししぼルト弁当」の販売（2社）

健康増進課

6

運動や食生活等の生活習
慣の改善に取り組んでい
る人の割合（40～59歳）
（5%）

△

○様々な機会をとらえた啓発
　・保健所の出前講座等の事業
　・栄養士会委託事業「栄養なんでも相談事業」、大学連携事業「県民健康公開講座」
　・栄養士、調理師、食生活改善推進員に対する研修会　等
※傾向：運動習慣の改善意志が高まっている。
　　　　運動に関心の高い住民が増えている。（市町村）

健康増進課
市町村

7
学校給食における地場産
物の使用割合（食材ベー
ス）（%）

－

○市町村教育委員会学校給食担当者対象の説明会における地場産物の活用促進の依頼
○栄養教諭、学校栄養職員対象の研修会における、地場産物活用の教育的効果についての講
義、先進的な取り組みの紹介
※実績：学校給食栄養報告（週報）【文部科学省調査】による抽出４校の報告数値

スポーツ健康課

8

山梨県食育推進協議会の
構成団体が実施する「伝
統的な料理や作法を継承
し伝える活動」の参加人
数（人）

△

○協議会構成員が参加する総会等の機会を捉えた県食育推進計画の重点的な取り組みとして
の活動依頼
○食生活改善推進員による郷土料理を次世代に伝える活動の実施
○栄養士会における山梨の郷土食のＨＰでの紹介

消費生活安全課
健康増進課

数値目標
(H32)

90%以上

90%以上

85%以上

85%以上

第３次やまなし食育推進計画に係る数値目標の推進状況（平成28年度）

平成28年度
実績

82.6%

83.6%

74.4%

77.0%

81.5%

3,721回

－

39.7%

未発表

13,795人

3,739回

10.5g

36.8%

25.7%

13,361人

家族と毎日、夕食を食べ
る子ども（小学校6年生）
の割合（%）

健康増進課
スポーツ健康課

○様々な機会をとらえた啓発
　・保健所の出前講座等の事業
　・栄養士会委託事業「栄養なんでも相談事業」、大学連携事業「県民健康公開講座」
　・栄養士、調理師、食生活改善推進員に対する研修会　等
○「学校における食育推進のための手引き」を利用し、様々な研修会・講習会において伝達
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究授業や校内研究会の指導実績16回）

85%以上

3,800回以上

8.0ｇ未満
（H34）

50%以上

30%以上

14,000人以上

78.8%

○：目標を達成している項目   △：目標に達していない項目　　－：評価できない項目

施策区分

地産地消の推進
や生産者と消費
者の交流の推
進、食文化の継
承

2

1

3

1生活の場面やラ
イフステージに
応じた切れ目の
ない食育の推進

○様々な機会をとらえた啓発
　・保健所の出前講座等の事業
　・栄養士会委託事業「栄養なんでも相談事業」、大学連携事業「県民健康公開講座」
　・栄養士、調理師、食生活改善推進員に対する研修会　等
○栄養教諭等を中心に家庭・地域と連携した各種研修会の実施
　・具体的な事例紹介等
○各校や地域の研究会での指導助言（16回）
◎スーパー食育スクール事業における食育指導、学校食育推進研究支部の指定校への指導

朝食を毎日食べる子ども
(中学校3年生)の割合
（%）

健康増進課
スポーツ健康課

策定時
(H26)



NO 指標項目 進捗状況 H28の取り組み状況（◎：新しい取り組み） 関係課室等
数値目標
(H32)

平成28年度
実績

施策区分
策定時
(H26)

9
食育推進応援団の登録件
数（事業所）（件）

○

○イベント開催時でのチラシ配布やＨＰでの応援団募集の周知
　・既存登録事業者の事業所数拡大の他、2事業者の新規登録
○しぼルトメニュー開発事業と連携した事業者説明会（1月）
○登録事業者の取組状況のＨＰでの紹介

消費生活安全課

10
食育推進ボランティア
（食生活改善推進員を除
く。）の登録人数（人）

○

○学生へのボランティア養成講座
　・山梨学院短期大学、6月、300名
○県内の大学への登録の働きかけ
　・新規に3大学の学生登録
○学生ボランティアによる保育所等での食育活動（52か所）、ＨＰでの活動紹介

消費生活安全課

11

食育月間中に市町村食育
推進計画に基づき市町村
が実施する啓発活動数
（件）

○
○国の食育月間実施要綱に基づく、月間中の集中的な取り組み実施の周知
○優良事例のＨＰ（国）での紹介
○街頭キャンペーンによる啓発、各種料理教室・農業体験（市町村）

消費生活安全課
市町村

4食品の安全性や
栄養等の食生活
に関する情報の
提供

12
食の安全・安心ポータル
サイトへのアクセス数
（件）

△
○くらしの情報、情報誌かいじ号等の広報媒体を活用したポータルサイトの周知
○サイトの速やかな更新

消費生活安全課

○進捗状況の割合

項目数

3

9

2

14

割合(%)

21.4%

64.3%

14.3%

100%

12,000件以上

286事業所

1,817人

140件

10,336件

275件以上

1,400人以上

120件以上

区　分

　　　　　　　　目標を達成している項目

　　　　　　　　目標に達していない項目

　　　　　　　　評価できない項目

9,867件

249事業所

1,284人

109件

計

食育県民運動の
展開
3


